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 高齢者における家族と先祖への感謝 

 

(内藤俊史・鷲巣奈保子、2021)  

 高齢になると、これまでの自分の人生を意味づけるという課題をもちま

す。しかし、他方で、活動の範囲は縮小し、他者との関係も狭く具体的にな

る傾向があります。このような限界のなかで、自分の人生を長い歴史と広い

世界のなかで位置づけるのは容易なことではないはずです。文化は、人々が

人生の意義を理解するための世界観-歴史観を、高齢者にふさわしい形で提供

しているようにみえます。 

 

 この点について考察した私たちの小論文を掲載します。 

Naito, T., Washizu, N. (2021). Gratitude to family and ancestors as the 

source for wellbeing in Japanese. Academia Letters, Article 

2436.  https://doi.org/10.20935/AL2436 

 原文は英語ですが、日本語訳を掲載します。ただし、引用文献欄は英語表

記のままになっています。 

 

                                        

 感謝 gratitudeに関する心理学の研究は、この 20年間の間に急速に増加し

ましたが、なかでも感謝と well-beingの関係は、感謝の研究の一つのトピッ

クスとして多くの研究が行われています。最近行われた meta analysisによ

ると、感謝特性は、well-beingの様々な aspectsと、有意な正の関連がある

ことを示しています(e.g., Portocarrero, Gonzalez, & Ekema-Agbaw, 2020; 

Jans-Beken, Jacobs, Janssens, Peeters, Reijnders, Lechner, & 

Lataster,2020).    感謝は、その理念的な意味において、感謝をする者と感

謝をされる者との間に相互的な敬意が存在することを前提としています

(Kant, 1991)。そのような感謝のもつ性質を考えれば、感謝は、相互に信頼

し敬意をもつ関係のもとで、自分が支えられているという認識の表現でもあ

ります。このように考えれば、感謝と well-beingの関係についての上記の研

究結果は、驚くことではありません。 

 しかし、さらに次のような問いが生じます。感謝と well-beingの関係のあ

り方は、青年期、成人期など、どの年齢(発達)レベルにおいても同じだろう

か? どのような相手に対して、どのようなことに対して感謝をすることが、

各発達段階における well-beingに結び付くのであろうか? 

 この問いに対して答えるためには、それぞれの年齢段階における感謝と

well-beingの関係の在り方を明らかにする必要があります。この小論文で

は、高齢者に焦点を当て、高齢者における感謝と well-beingの関係を、日本

における高齢者における感謝に関する研究をもとに考察します。  
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高齢者の特徴 

 初めに、高齢者の一般的な特徴として明らかなことは、体力的に自己の活

動可能な領域が狭くなること、自分の正の限界(死)を意識すること、自分の

生涯の意味を理解しようとすることです。Erikson (1950) は、生涯にわたる

心理的発達の 8つの段階を提唱しました。第 8段階は「誠実対絶望」の段階

で、この段階で人々は自分の人生を歴史的文脈の中で評価し、最終的には死

を穏やかに受け入れるという課題を引き受けます。 

 高齢者の wellbeingをどのように高めるかは、多くの国々の課題となって

います。一方、高齢者における感謝の特徴については、次のような知見が得

られています。Chopik, Newton, Ryan, Kashdan,and  Jarden (2019)は、感謝

特性が、年齢とともに増加することを示唆しています(N=31206、age range15 

to 90 years)。彼らは、3つの調査を実施し、その結果、一貫して、高齢者 

は、中年と若い大人たちより、より大きな感謝特性を示しました。 

   また、感謝特性と well-beingとの関係については、Portocarrero, 

Gonzalez, and Ekema-Agbaw, (2020)は、meta analysisによって、高齢者にお

いて、感謝特性と wellbeingの関連は、より強いことを示しました。高齢者

において、感謝特性が高く、また、well-beingとの関係がより強いとすれ

ば、それはどのような要因によるのでしょうか。一つの可能性は、高齢者以

外の人々、すなわち青年や若い成人においては、well-beingに対して、職業

の達成などの要因がより多く関与しているからでしょう。そして、高齢者の

感謝特性の高さは、自分の幸福の原因を探索する機会の増加と実際に他に起

因する幸福が増加するためと考えられます。    

 

高齢者の感謝についての二つの両極的な立場 

 高齢者のこれらの性質について、主に二つの心理学的な説明がこれまでな

されてきました。それらは、社会情動選択性性理論と老年的超越理論です。 

 社会情動的選択性理論は、高齢者が感謝をより多く経験することを、次の

ように説明します(Chopik et al., 2017; Killen, & Macaskill, 2015)。(a）

年齢を重ねるにつれ、人は自分の寿命が限られていることを意識します。

（b）この意識により、人は個人的にポジティブで意味のある出来事を選択性

し、ポジティブな価値を持つ刺激により多くの注意を払い、記憶するように

なります。（c）（b）を確保するための一つの方法は、親しい重要な他者との

社会的交流に専念し、親密で健康的な関係を維持する努力をすることです。

（d）感謝の気持ちは、こうした親密でポジティブな他者との関係を促進しま

す。  

 

 二つ目の説明は、Tornstam (2011) によって提案された 老年的超越理論に

基づくものです。この理論は、ユングの理論、禅仏教とともに、高齢者の質

的データに基づいています。この理論によると、(a)高齢化の過程で、人々は



 

3 

 

物質主義的・合理主義的な視点から、より宇宙的・超越的な人生観へと移行

します。(b)人々は過去の世代への親近感を高め、表面的な社会的交流への関

心を低下させます。 (c）社会情動的選択性理論とは対照的に、この理論で

は、人々はしばしば宇宙と密接な共感関係を感じ、この文脈で生と死を再定

義することを提案します。そして、(d）すべてを包み込む宇宙への感謝の気

持ちを持つようになると考えます。 

 これら二つの理論が描く gratitudeの姿は対照的です。そして、感謝の対

象について、具体的－抽象的という次元を示しています。すなわち、今現在

の身近な人々への志向性対、宇宙論的な時間―空間への志向性です。また、

次のような論点を示唆しています。すなわち、老年的超越理論の描く感謝の

あり方は、Eriksonの自我発達段階における老年期の発達課題を解決するあり

方として、解釈することができます。しかし、社会情動的選択性理論の描く

感謝のあり方については、次のような問いが生まれます。すなわち、社会情

動的選択性理論によって描かれるような感謝のあり方をもつ高齢者は、どの

ようにして、歴史的脈絡において自分の生を価値づけるという発達課題を達

成できるのでしょうか。 

   この点について、高齢者についての日本の研究結果は、示唆的です。 

 

老年的超越性に関する日本における研究 

 日本における老人的超越に関する研究は、身近な者への限定的な感謝が、

広い世界における自己の生涯のもつ意義の発見、そして wellbeingへのつな

がりについて、新たなあり方を提案する可能性があります。 

 Masui, Nakagawa，Gondo，Ogawa，Ishioka，and Tatsuhira (2010)は、

Tornstamによる老人的超越 gerotranscendenceの概念を、日本において適用す

ることを試みました。すなわち、Tornstamによるインタビューガイド

( Tornstam, 1997)を用いて、日本人の eldersを対象にして、 インタビュを

行ないです、その結果をもとに、日本版の老年的超越 gerotranscendenceの質

問紙尺度を作成した。その結果、Masui et al.は、Tornstamによる framework

は、基本的には日本の高齢者の反応にも当てはまるが、あてはまらない点も

見出しました。すなわち、日本の高齢者は、インタビューにおいて、宇宙的

な視野をもつのではなく、現実の家族、死んだ夫や妻、先祖とのつながりに

言及しました。さらに、Ono & Fukuoka (2018)は、高齢者におけるつながりの

意識についてインタビューを行っていますが、「夫が死んでから，お仏壇を拝

むようになりました． 普段思い出すことは少ないけれど，ときどき夢にでて

きます」「両親については最近あまり考えないけどお墓参りには月に 1回くら

い行きます」などの発言が得られた。加えて、Ono & Fukuokaは、このような

つながりの意識が well-beingと関連することを、質問紙調査によって、見出

しています。  
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 これらの回答は、一見、社会情動的選択性理論の描く高齢者の感謝と同じ

です。しかし、日本の伝統的な死生観を考慮したときに、また別の様相が浮

かんできました。これらの日本における高齢者の回答を理解するためには、

日本の伝統的な宗教的信念を知ることは、有用と思われます。それは、日本

社会における先祖崇拝です。 先祖崇拝とは、「祖先として認識されている死

者の超人的な力に対する信仰と、それに基づく儀式の総体」（森岡、1984）を

指します。  

 

 日本における先祖崇拝の一般的な特徴は以下です。 

·       人は死後、短期間の儀式の後、原則として親族の墓に葬られ、霊と

なります。 

·       霊は、現在生存している直系の子孫を中心とした親族によって供養

されます。また、霊は、生存している子孫を見守ます。 

·       霊は、年に何回か、数日間にわたって、家に迎えられて、現在生き

ている親族とともに過ごすとされる期間があります(盆など)。 

·       霊は、最終的には、山や海などに移り、個別性のない先祖の神とな

り、生きているものを見守ます。 

 祖先崇拝とそれに基づく儀式(盆 Bonなど)は、死後の世界と現世の関係の

イメージを、日本人に提供してきました(現在でも、盆の期間には、多くの日

本人が、先祖の墓や実家に訪れます)。そして、前に引用した日本の高齢者に

よる、先祖や、先に死んだ者たちとの親しみと感謝は、先祖崇拝の背後にあ

る世界観、歴史観を背景にしています。一言でいえば、具体的で身近な親族

との絆を確認し、そして彼らへの感謝を感じることは、背後にある先祖や自

然への感謝でもあるのです。 

 ただし、ここで述べておかなければならないことは、最近の日本における

先祖崇拝の変化です。祖先崇拝は、日本の伝統的な家制度と密接に結びつい

てきました。そして、長男が家を次ぎ、先祖崇拝の儀式をうけもつという制

度を前提としています。しかし、第二次大戦以降、人々の自由な移動、子供

の減少など、祖先崇拝の慣習の維持管理が難しくなりつつあります

(Matsumoto,1997; Morioka, 1984). 儀式の存続にもとづく家制度、さらに家

制度にもとづく先祖を中心とした世界観をもつことの困難が生じています。 

 

おわりに 

 私たちは、高齢者の well-beingを高める可能な要因の一つとして、感謝に

焦点を当てました。また、高齢者の感謝を説明する二つの理論として、社会

情動選択性性理論と老年的超越理論をあげました。前者は、身近な対人関係

に焦点を限定する傾向を示唆しますが、このような対人的傾向が、どのよう

に自分自身の生涯の意義を見出すことができるのかはあきらかではありませ

ん。日本の高齢者の一部の反応は、この問いに対して、示唆的です。それ
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は、先祖崇拝という文化的な背景にもとづく反応です。日本の高齢者の多く

は、身近である他との密接な関係を述べ、ときに感謝を述べましたが、その

うちの一部は、親族や先祖との関係やそれらに対する感謝に言及しました。

身近な者への感謝は、長く続く家という制度における自分自身の位置づけを

提供します。このように、高齢者にみられる狭い物理的心理的世界におい

て、文化的な信念は、ときとして、拡大された世界を目の前に提示します。

それは、自分の生涯のもつ意義を感じる一つの在り方と考えられます。そし

て、現在の問題は、高齢者が新たな歴史-世界観をもつために、どのような援

助が可能かということです。  
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